
教育広報

主

＊社会の変化に対応した教育環境づくり

一平成9年度スタートー

合中学生のボランティア活動
な

一練成中学校の活動から一
記
＊都心型生活科にチャレンジ

事
＊総合体育館プールの個人利用時間が

変わりました

第29号平成9年5月30日発行
発行千代田区教育委員会

こいのぽりに書いた私たちのめあて（番町小）

澄みわたる 5月の青空の下で、全校
のみんなで「こいのぽリ集会」を行い

ました。

一人一人が今年のめあてを書いてこ

いのぼリに貼リつけました。みんなの

決意のこもった「こい」は、ずっしリ

と重く感じました。

＊教育広報「かけはし」は資源保護の

ため再生紙を使用しています。



平成9年度

平成9年5月1日現在

区分 学級数 新入生数 前年度比 在籍者数 前年度比

： 
幼稚園 30 150 △ 3 409 13 

小学校 93 349 △ 12 2,713 △ 264 

中学校 47 488 △9 1,551 △50 

四
月
、
各
幼
稚
園
、
小

・
中
学
校
で
人
学
式

・

入
園
式
が
行
わ
れ
、
今
年
度
の
教
育
活
動
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
新
入
生
を
迎
え
た
学
校

・
幼
稚

園
で
、
気
持
ち
も
新
た
に
、
先
生
方
や
友
達
と
楽

し
い
時
間
を
送
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
中
に
竣
工
予
定
の
千
代
田
小

・
幼
の

新
校
舎
や
教
育
研
究
所
、
ま
ち
か
ど
図
書
館
が

入
る
、
（
仮
称
）
神
田
司
町
二
丁
目
複
合
施
設

の
建
設
工
事
な
ど
の
経
費
で
す
。
今
年
度
も
教

育
条
件
の

一
層
の
整
備
と
、
生
涯
学
習
活
動
の

充
実
を
推
進
し
ま
す
。

中
学
校
で
は
こ
れ
ま
で
に
各
校
二
十

一
台
ず

つ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入
し
て
き
ま
し
た
が
、

最
新
式
の
機
種
に
入
れ
か
え
る
と
共
に
、
生
徒

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

教

育

六、

学級数・在籍者数等

八
二
六
万
円

複

合

施

設

建

設

関

係

五
九
億
五
、
九
九
四
万
円

＿
七
億
二
、
七
四
九
万
円

三
月
の
区
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
九

年
度
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、

教
育
予
算
に
お
け
る
子
供
た
ち
の
学
習
に
関
連

の
あ
る
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

小
学
校
は
嬬
恋

・
箱
根

・
鎌
倉
、
中
学
校
は

軽
井
沢

・
保
田
で
実
施
さ
れ
る
、
宿
泊
を
伴
う

行
事
の
経
費
で
す
。

自

然

体

験

・

移

動

教

室

・

夏

季

施

設

八
、
二
八

0
万
円

総

額

入

学

・

進

級

教

育

予

算

◄

若
葉
の
校
庭
で
の
給
食
（
九
段
小
）

今
年
度
中
に
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
る
、
麹
町

・

一
橋

・

今
川
•
練
成
の
各
中
学
校
の
記
念
行
事
を
実

施
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

記

念

行

事

ヽ

子
供
た
ち
の
学
習
活
動
を
充
実
す
る
た
め
の

教
材
な
ど
、
必
要
と
さ
れ
る
備
品
を
整
備
し
ま

す
。中

学
校
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス

タ
ー
市
立
学
校
生
徒
と
の
相
互
交
流
を
、
小
学

校
で
は
近
隣
の
外
国
人
学
校
と
の
交
流
な
ど
を

実
施
し
て
、
子
供
た
ち
の
た
め
の
国
際
理
解
教

育
を

一
層
充
実
に
し
ま
す
。

二
0
0
万
円

海

外

交

流

・

国

際

理

解

教

育

二
、
四
三
三
万
円

三、

備
品
整
備

施

設

改

修

四
億
＿
‘
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千
代
田
区
教
育
委
員
会
の
教
育
目
標

一

（
概
要
）

一

一

千
代
田
区
教
育
委
員
会
は
、
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
に
む
け
て
千
代

ー

田
区
の
教
育
の
歴
史
と
伝
統
を
継
承
•
発
展
さ
せ
、
心
身
と
も
に
健
康

一

一

で
千
代
田
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
人
間
性
豊
か
な
区
民
の
育
成
を
目
指

-

し
C
戸
め
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
学
校
教
育
の
充
実
を
図

一

る
と
と
も
に
、
「
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
に
基
づ
く
区
民
の
生
涯
学
習

一

ー

活
動
を
積
極
的
に
支援し
、
も
っ
て
、
個
性
豊
か
な
文
化
の
創
造•発

展
と
豊
か
な
千
代
田
区
の
形
成
に
貢
献
す
る
こ
と
を
期
し
て
、
次
の
視

一

一

点
を
基
本
と
し
て
、
本
区
の
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

―

―

 

一
．
本
区
に
お
け
る
高
齢
化
、

情
報
化
、
国
際
化
な
ど
、
社
会
の
急
激

一

な
変
化
に
伴
う
区
民
の
学
習
需
要
に
対
応
し
、

家
庭
教
育
、
学
校
教

一

育
お
よ
び
社
会
教
育

・
社
会
体
育
を
充
実
し
、
地
域
社
会
と
も
密
接

一

一

な
連
携
を
図
り
、
区
民
の
生
涯
に
わ
た
る
学
習
意
欲
に
応
え
ま
す
。

ー

ニ

学

校

教
育
に
お
い
て
は
、
自
他
の
生
命
を
尊
び
、
心
身
と
も
に
健

一

全
で
、
社
会
連
帯
意
識
を
持
ち
、
広
く
国
瞭
社
会
に
お
い
て
信
頼
と

一

一

尊
敬
の
得
ら
れ
る
区
民
の
育
成
を
目
指
し
、
生
涯
学
習
の
基
礎
を
培

い
ま
す
。

一

ー

と
り
わ
け
、
教
育
条
件
整
備
に
引
き
続
き
努
力
す
る
と
と
も
に
、

一

時
代
の
変
化
に
即
し
た
教
育
内
容
の
一

層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

一

一

三
社
会
教
育
・
社
会
体
育
に
お
い
て
は
、
区
民
の
生
涯
を
通
じ
た
自

一

己
実
現
と
生
き
が
い
の
あ
る
社
会
生
活
を
営
む
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機

一

会
や
場
を
活
用
し
、
区
民
の
多
様
な
学
習
意
欲
を
充
足
す
る
こ
と
の

一

で
き
る
諸
施
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

一

ま
た
、

今
後
と
も
生
涯
学
習
施
設
の
充
実
を
図
り
、
よ
り
一

層
学

一

9
i
機い

□
日
□゚i
i
i
i
し

一
人
に

一
台
の
使
用
が
可
能
な
よ
う
に
、
今
年

度
は
さ
ら
に
各
校
二
十

一
台
ず
つ
増
設
し
、
中

学
校
の
情
報
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ニ
ー
三
万
円

幼
稚
園
、

小
・

中
学
校
の
校
舎
や
校
外
施
設

の
改
修
、
環
境
整
備
、
安
全
確
保
の
徹
底
を
図

り
ま
す
。

九
〇
一
万
円

練
成
中
学
校
に
お
け
る
和
太
鼓
演
奏
活
動
の

支
援
を
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

教
育
委
員
会
事
務
局
の

組
織
を
改
正
し
ま
し
た

（
仮
称
）
総
合
文
化
施
設
の
整
備
計
画
が

延
期
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、
文
化

施
設
整
備
担
当
課
を
廃
止
し
、
そ
の
一
部

を
教
育
条
件
整
偏
担
当
課
に
統
合
し
ま
し
た
。

ま
た
、
生
涯
学
習
振
興
課
に
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
主
盃
」
を
設
置
し
、
昌

平
童
夢
館
や
（
仮
称
）
神
田
司
I
B
J
二
丁
目

複
合
施
設
な
ど
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
活
動
の
推
進
を
担
当
し
ま
す
。
な
お
、

生
涯
学
習
推
進
主
査
は
「
生
涯
学
習
推
進

係
」
と
な
り
ま
し
た
。

昌
平
幼
稚
園
に
専
任
園
長
誕
生

今
年
四
月
一
日
か
ら
、
昌
平
幼
稚
園
に

専
任
の
園
長
が
置
か
れ
、
矢
内
敏
江
氏
が

就
任
し
ま
し
た
。
区
立
幼
稚
園
の
専
任
園

長
は
、
和
泉
•
富
士
見
幼
稚
園
に
次
い
で

三
人
目
と
な
り
ま
し
た
。

区
立
幼
稚
園
で
は
、
地
域
や
自
然
環
境

と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
、
創
意
あ
る
教
育
活

動
を
展
開
し
て
、
心
身
の
健
康
な
幼
児
の

育
成
を
行
う
と
と
も
に
、
小
学
校
と
の
連

携
を
深
め
た
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

地

域

の

伝

統

文

化

教

育

一
八

0
万
円

教
育
委
員
（教
育
長
）

井

澤

一

弘

教
育
委
員
栗

岩

英

雄

教
育
委
員

石

川

晴

彦

教
育
委
員
長
職
務
代
理

横

山

安

宏

教
育
委
員
長

曽

根

史

子

教

育

委

員

紹

介

三
月
二
十
八
日
付
で
、
教
育
委
員
会
は
次
の

よ
う
な
構
成
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
は
、
年
々
国
際
化
・

情
報
化
な

ど
の
社
会
変
化
の
進
む
中
、
区
民
の
学
習
意
欲

に
対
応
し
て
、
生
涯
学
習
活
動
や
教
育
条
件
整

備
の
推
進
な
ど
、
様
々
な
教
育
施
策
の
よ
り

一

層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
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2
 



子
供
た
ち
が
心
身
共
に
成
長
し
て
い
く
中
で
、
地
域
社

会
に
目
を
向
け
、
奉
仕
の
気
持
ち
を
も
ち
、
人
の
役
に
立

つ
こ
と
を
自
ら
率
先
し
て
行
う
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
区
内
の
小
・
中
学
校
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
大
切
さ
に
目
を
開
か
せ
、
そ
の
意
義
を
理
解
す
る
と

と
も
に
、
自
発
的
に
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
を
し
て

い
ま
す
。

今
回
は
特
に
練
成
中
学
校
の
実
践
事
例
に
つ
い
て
、
教

頭
の
伊
藤
昇
先
生
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
だ
。

を
組
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
生
徒

た
ち
が
自
主
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
で
あ

っ
て
も
、
校
外
で
多
人
数
の
活
動
の
た
め
、
安

全
面
で
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。
安

全
確
保
の
た
め
に
、
生
徒
会
担
当
教
諭
を
中
心

に
、
区
域
別
に
教
師
の
担
当
を
決
め
て
、
安
全

第
一
で
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

高
齢
者
世
帯
へ
の
年
賀
状
の
作
成

ー
心
の
こ
も
っ
た
年
始
の
ご
挨
拶
を
ー

今
後
我
が
国
は
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
、

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
高
齢
社
会
を
迎

え
る
こ
と
が
確
実
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
中
で
、
高
齢
者
を
い
た
わ
る
気
持
ち
を
培
い
、

i
u

-‘
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身
近
な
社
会
に
か
か
わ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ぶ
こ
と
は
、
教
育
的
意
義
と
し
て
極
め
て
大
き

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
会
で
は
、
希
望
者

を
募
っ
て
地
域
の
高
齢
者
世
帯
へ
年
賀
状
を
送

っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
名
簿
と
年
賀
は
が
き
の

提
供
に
つ
い
て
は
、
千
代
田
区
社
会
福
祉
協
議

会
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
核
家
族

化
が
進
み
、
高
齢
者
と
の
交
流
が
少
な
い
中
で
、

こ
の
試
み
は
高
齢
者
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

国
際
化
が
進
む
中
で
、
世
界
に
目
を
向
け
国

際
貢
献
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
は
、
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。
生
徒
会
で
は
、
年
間
の
活

動
計
画
の
中
に
ユ
ニ
セ
フ
募
金
を
位
置
付
け
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
募
金
活
動
の
期
間
は
、
＋

二
月
の
一
週
間
と
限
り
は
あ
り
ま
す
が
、
一
人

一
人
の
心
の
こ
も
っ
た
自
主
的
な
参
加
が
で
き

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

昌

暑

・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
他
か
ら
命
令
さ
れ

た
り
強
制
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
の

自
由
意
志
に
基
づ
い
て
自
主
的
か
つ
主
体
的
に

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
す
。

従
っ
て
本
校
を
卒
業
し
た
後
も
、
生
徒
一
人
一

人
が
自
発
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

て
い
く
よ
う
に
、
在
学
中
の
三
年
間
で
奉
仕
す

る
気
持
ち
の
大
切
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ユ
ニ
セ
フ
募
金
活
動

1

世
界
中
の
貧
し
い
人
閃
に

救
い
の
手
を
1
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
ロ
シ
ア
の
タ
ン
カ
ー

沈
没
事
故
に
よ
る
原
油
流
出
時
に
は
、
被
災
地

に
全
国
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
関
心
や
参
加
意
欲
は
、
現
在
で
は
大
き
な

高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
体
験
は
、
自
己
中
心

に
な
り
が
ち
な
社
会
観
か
ら
様
閃
な
問
題
に
目

を
開
か
せ
、
社
会
生
活
を
築
く
上
で
の
基
礎
に

な
る
も
の
で
あ
り
、
生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
も

大
事
な
こ
と
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
学
校
教
育
に
お
い
て

大
切
な
も
の
で
あ
る
理
由
は
、
単
に
自
己
満
足

だ
け
を
求
め
た
り
、
一
人
の
善
意
に
と
ど
ま
る

活
動
で
は
な
い
こ
と
と
、
進
ん
で
学
び
共
に
支

え
合
い
、
共
に
生
き
抜
い
て
い
く
社
会
の
一
員

と
し
て
、
地
域
の
福
祉
社
会
づ
く
り
に
自
発
的

に
参
加
し
、
社
会
連
帯
を
強
め
て
い
く
活
動
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
き
練
成
中
学
校
で

は
、
学
校
教
育
を
通
じ
て
実
施
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ

て
、
「
地
域
清
掃
活
動
」
、
「
高
齢
者
世
帯
へ

の
年
賀
状
の
作
成
」
、
「
年
末
の
ユ
ニ
セ
フ
募

金
活
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
の
地
域

清
掃
活
動
は
、
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
計
画

や
準
備
を
し
、
全
学
年
の
生
徒
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
教
師
側
が
一
方
的

に
清
掃
活
動
を
進
め
よ
う
と
し
て
も
、
生
徒
が

r
u9
9”9
9:9
9
”
9
9
t"
t
"
t
',t『ヽ
ヽ
9
9
:
'
’
:‘
C9
9
`
9
9
:
‘
、
9
9
:
‘
、
,
'
:
‘
、
?
9
:
‘
、
9
9
:
‘
‘
,
'
:
‘
、
?
9
:‘
、
?9
、
?
'
:
'’
:
‘
‘
`
‘
、
?
9:
‘
、
,
'
:
‘
‘
,
'
:
‘
、
9
9
:
‘
‘
,
':
4

；
＇
代
田
区
の
指
定
文
化
財
ー
そ
の
五
ー

――

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

一

指
定
番
号

千
有
民
第
三
号
千
有
民
第
四
号

写
真
左
上
の
柳
森
神
社
の
力
石
群
は
、
そ
の

5

よ
う
な
力
石
の
中
で
も
、
大
正
時
代
以
降
の
カ

一

種

別

千

代

田

区

有

形

民

俗

文

化

財

一

名

称

「

力

石

群

」

「

力

石

」

石

を

集

め

た

も

の

と

さ

れ

て

い

ま

す

。
石
を
持

一

一

所

有

者

柳

森

神

社

築

土

神

社

ち

上

げ

て

力

を

競

う

風

習

は

、

江

戸

時

代

に

は

一

（神
田
須
田
町

（九

段

北

大

衆

の

間

で

盛

ん

に

行

わ

れ

た

も

の

の

、

関

東

一

に
お
い
て
は
明
治
時
代
中
頃
以
降
、
次
第
に
衰

5

ニ
ー
ニ
十
五）

一ー
十
四
ー
ニ
十

一
）

退
し
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
正
時
代
に

一

5

指

定

日

平

成

元

年

四

月

一
日

「力
石
」
と
は
、

一
定
重
量
の
大
小
の
円
形

な
る
と
、
こ
の
風
習
は
再
び
盛
ん
に
な
り
、
各

―

i

又
は
楕
円
形
の
石
で
、
村
の
鎮
守
・
神
社
の
境

派
が
勃
興
し
て
い
き
ま
し
た
。
神
田
川
徳
蔵
こ

一

一

内
、
会
所
や
村
境
な
ど
に
あ
っ
て
、
若
者
た
ち

と
飯
田
徳
蔵
は
、
当
時
力
士
の
大
関
と
し
て
、

i

一

が
力
試
し
に
用
い
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

都
中
京
•
関
西
ま
で
そ
の
力
量
を
知
ら
れ
て
い
ま

3

一

市

化
が
極
度
に
進
み
、
日
常
生
活
に
関
す
る
地
し
た
が
、
こ
の
力
石
群
は
、
こ
の
神
田
川
徳
蔵

一

5

域
の
風
俗
慣
習
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
千
代
田
区

と
そ
の

一
派
が
、
か
つ
て
使
い
慣
ら
し
た
も
の

5

一

に

あ
っ
て
は、

江
戸

・
東
京
の
若
者
た
ち
の
生

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一

i
活
と
娯
楽
の

一
端
を
知
る
上
で、

貴
重
な
資
料

ま
た
、
写
真
左
下
の
築
土
神
社
の
二
個
の
カ

―

石
は
、
多
少
の
損
傷
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
と

i

も
に
卵
型
に
近
い
形
の
石
で
、
残
念
な
が
ら
そ

―

．

の
重
量
は
不
明
で
す
。
な
お
、
碑
文
に
「
元
飯

5

一

．―．i.. [
小

-

f.

”i

田
町
」
と
あ
る
の
は
現
在
の
九
段
北

一
丁
目
の

一

あ
た
り
で
、
江
戸
時
代
以
来
の
呼
称
で
す
。

・
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向

i
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地
域
清
掃
活
動

ー
み
ん
な
で
街
を
美
し
<
_

受
け
身
の
姿
勢
で
活
動
に
参
加
し
た
の
で
は
、

十
分
な
成
果
が
期
待
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

地
域
清
掃
の
実
施
は
、
毎
月
第
三
土
曜
日
の

放
課
後
十
一
時
三
十
分
頃
か
ら
始
め
て
約
一
時

間
で
終
了
し
ま
す
。
毎
回
、
全
校
生
徒
の
三
ハ
R

の
一
に
当
た
る
、
百
名
以
上
の
生
徒
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
各
学
級
担
任
の
日
頃
の

奉
仕
活
動
に
対
す
る
啓
発
と
、
生
徒
会
が
自
主

的
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
担
当
教
諭
が
支
援
し

て
い
る
結
果
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
生

徒
会
の
役
員
が
清
掃
区
域
、
方
法
、
時
間
、
諸

注
意
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
、
美
化
委
員
が
清

掃
用
具
の
配
布
と
ゴ
ミ
の
分
別
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
活
動
班
は
五
5
六
名
で
編
成
し
、
自
由
に
班

C

、

5
 

4
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プール利用料金 （総合体育館・昌平童夢館共通）

利用区分 2時間まで 超過 1時間につき

大 人 4 0 0円
2 0 0円〔高校生以上〕 (2 6 0円）

児童•生徒
2 0 0円

1 0 0円(1 3 0円）

）内は区民料金

個人利用できる時間 （総合体育館）

今
年
で
開
館
二
十
五
年
目
を
迎
え
た
総
合
体
育
館
は
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
健
康
づ
く
り
や
体
力
増
強

の
た
め
に
、
ご
家
族
や
お
友
達
同
土
な
ど
、
幅
広
く
ご

活
用
い
た
だ
い
て
き
だ
と
こ
ろ
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
プ
ー
ル
を
個
人
利
用
さ
れ
る
方

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
五
月
一
日
か
ら
個

人
利
用
時
間
を
変
更
し
ま
し
た
。

鳳

A

t

`

:

／

□口

酬
叫
叩
~
詞
』
叫

期間と曜日 個人利用時間

火・木・土曜日 12時～20時30分

水・金曜日 17時30分～20時30分
9月～6月

日曜日
9時～17時

（第3日曜日を除く ）

7月～8月 全日 （休館日を除く ） 9時～20時30分

（表2)

▲昌平童夢館プール

生
活
科
は
、
長
年
行
わ
れ
て
き
た
小
学
校
一
・
ニ
年
生
の
社
会
科
と
理
科
を
統
合
し
、
児

童
の
「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
」
「
み
ん
な
と
楽
し
い
こ
と
を
し
た
い
」
な
ど
と
い

う
思
い
や
願
い
を
生
か
し
な
が
ら
、
体
験
や
活
動
を
通
し
て
、
生
活
上
必
要
な
習
慣
や
技
能

を
身
に
付
け
て
い
く
楽
し
い
教
科
で
す
。
こ
の
生
活
科
は
、
平
成
四
年
度
に
実
施
さ
れ
て
か

ら
既
に
五
年
が
経
過
し
、
教
科
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
学
習
の
様
子
を
、

お
茶
の
水
小
学
校
の
小
杉
則
義
先
生
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
茶
の
水
小
学
校
で
は
「
都
市
型
生
活
科
」

の
在
り
方
を
求
め
て
、
研
究
実
践
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
ま
で
本
校
で
行
わ
れ
て

き
た
生
活
科
の
授
業
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
、

生
活
科
と
い
う
教
科
の
一
端
を
ご
理
解
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

生
き
物
の
大
好
き
な
子
供
た
ち
の
リ
ク
エ
ス

ト
に
よ
っ
て
「
ザ
リ
ガ
ニ
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
学
校
に
隣
接
す
る
錦
華
公
園
の
池
に
ザ

リ
ガ
ニ
を
放
ち
、
こ
れ
を
釣
り
上
げ
よ
う
と
す

る
活
動
で
す
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
上
が
る
ニ

年
生
た
ち
の
歓
声
は
、
ま
さ
に
生
き
生
き
と
活

動
す
る
子
供
の
姿
そ
の
も
の
で
し
た
。

釣
り
残
っ
た
ザ
リ
ガ
ニ
を
今
度
は
幼
稚
園
の

園
児
た
ち
が
、
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
池

の
中
に
飛
び
込
み
、
手
で
つ
か
み
取
っ
て
い
ま

し
だ
。
そ
の
ザ
リ
ガ
ニ
は
、
幼
稚
園
と
小
学
校

で
大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
四
月
下
旬
に
は
新
一
年
生
が
幼

稚
園
児
た
ち
と
共
に
、
花
壇
作
り
や
野
菜
の
種
蒔

き
を
し
ま
し
た
。
つ
い
こ
の
間
小
学
校
に
入
学

し
、
二
年
生
に
連
れ
ら
れ
て
学
校
を
案
内
し
て

も
ら
っ
た
と
き
の
緊
張
し
た
顔
と
は
う
っ
て
か

わ
っ
て
、
す
っ
か
り
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
気

取
り
で
園
児
た
ち
の
世
話
を
し
て
い
る
姿
は
、

な
ん
と
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
も
の
で
し
た
。

お
茶
の
水
小
学
校
の
生
活
科
の
特
長
は
、
併

設
さ
れ
て
い
る
お
茶
の
水
幼
稚
園
と
の
関
連
を

図
り
な
が
ら
、
子
供
た
ち
が
生
き
生
き
と
活
動

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
工
夫
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
今
年
度
は
今
ま
で
よ
り
も
さ
ら
に
幼
稚
園

と
小
学
校
の
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

生
活
科
で
は
、
地
域
の
素
材
を
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
本
校
で
は
、
神
田
に
ち
な
ん
で
「
そ

ば
づ
く
り
」
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
と
は
い

っ
て
も
プ
ロ
の
技
術
を
修
得
し
よ
う
と
す
る
の

で
は
な
く
、
身
近
な
食
べ
物
で
あ
る
そ
ば
を
作

る
こ
と
を
体
験
し
、
「
楽
し
い
」
「
お
も
し
ろ

い
」
「
こ
う
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
か
な
」
な
ど

と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
付
か
せ
、
楽
し
さ
を

は
、
一
時
間
ご
と
に
超
過
料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
利
用
料
金
は
表
1
の
通
り
で
す
。

-

Alfu回
ー：
こ
る
ー時
間
ーを
国
長
ー
し

い

]

・

』

」

・

個
人
利
用
で
き
る
時
間
は
、
表
2
の
よ
う
に
変
わ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
午
後
八
時
ま
で
だ
っ
た
利
用
時

間
を
午
後
八
時
三
十
分
ま
で
延
長
し
、
フ
リ
ー
タ
イ
ム

制
と
合
わ
せ
て
、
よ
り
一
層
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
し

ま
し
た
。

お
同
い
合
わ
せ
は

総

合

体

育

館

内
神
田

2
ー

1
|
8

6
(
3
2
5
6
)8
4
4
4
 

総合体育館の休館日は月曜日です。

＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・*・＊・＊・＊・＊

▲みんなでサツマイモほり

味
わ
わ
せ
る
こ
と
が
、
こ
の
学
習
活
動
の
め
あ

て
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
「
自
分
た
ち

の
地
域
で
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
っ
と
昔

か
ら
や
っ
て
来
て
い
る
ん
だ
な
」
と
か
、
「
私

た
ち
の
周
り
に
は
、
そ
ば
づ
く
り
を
し
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
る
ん
だ
」
な
と
と
気
付
く
子

供
も
出
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
に
愛
善
を

感
じ
、
地
域
の
人
と
接
す
る
こ
と
の
喜
び
を
子

供
た
ち
な
り
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。お
茶
の
水
小
学
校
は
、
都
心
の
ま
さ
に
真
ん

中
に
位
置
す
る
学
校
で
す
。
自
然
環
境
に
は
十

分
恵
ま
れ
た
環
境
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
こ
の

限
ら
れ
た
環
境
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、

子
供
た
ち
が
思
う
存
分
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
生

活
科
を
目
指
し
て
、
研
究
実
践
を
進
め
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

9

昌
平
童
夢
館
プ
ー
ル
も

i

ご
利
用
く
だ
さ
い

駅

8

"

R

u

昨
年
九
月
に
オ
ー
プ
ン
し
だ
昌
平
童
夢
館
に

も
、
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
温
水
プ
ー

ル
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
プ
ー
ル
は
、
小
学
校
な
ど
が
利
用
し
な

い
時
間
帯
に
、
一
般
の
方
に
開
放
し
て
い
る
も

の
で
、
利
用
料
金
は
、
表
ー
の
総
合
体
育
館
プ

ー
ル
と
同
額
で
す
。

通
常
の
プ
ー
ル
の
他
に
幼
児
プ
ー
ル
を
備
え
て

い
る
た
め
、
保
護
者
の
同
伴
が
あ
れ
ば
、
小
さ
い

子
供
で
も
安
心
し
て
水
遊
び
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ジ
ャ
グ
ジ
ー
や
採
暖
室
も

あ
り
、
快
適
に
水
泳
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

利
用
峙
間
な
ど
の
お
周
い
合
わ
せ
は

邑
平
ま
ち
か
ど
図
書
館

外
神
田

3
|
4
|
7

6
(
3
2
5
1
)
5
6
4
1
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千
鳥
ヶ
淵
公
園
に
子
供
た
ち
の
明
る

い
歌
声
が
響
い
た
。
ス
ペ
イ
ン
語
で
歌

う
メ
キ
シ
コ
の
歌
「
シ
エ
リ
ト
・
リ
ン

ド
」
で
あ
る
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
の

澄
ん
だ
音
色
も
加
わ
っ
て
い
る
。

今
年
は
、
日
本
か
ら
中
南
米
へ
の
最
初
の
組
織

的
な
移
住
と
し
て
、

三
十
五
名
の
「
榎
本
植
民
団
」

が
メ
キ
シ
コ
ヘ
移
住
し
て
以
来
百
周
年
を
迎
え
た
。

両
国
で
多
彩
な
記
念
事
業
が
計
画
さ
れ
、
そ
の
一

環
と
し
て
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
メ
キ
シ
コ
か
ら
寄
贈

さ
れ
、
こ
の
歌
声
は
、

三
月
に
行
わ
れ
た
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
寄
贈
式
の
ひ
と
こ
ま
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
大
使
館
の
正
門
か
ら
道
路
を
隔
て
た

向
か
い
側
の
公
園
内
に
、
青
い
鉄
製
の
大
き
な
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、

現
在
メ
キ
シ
コ
で
最
も
活
躍
し
て
い
る
彫
刻
家
（
セ

バ
ス
テ
ィ
ア
ン
氏
）
が
制
作
し
た
も
の
で
、
日
本

と
メ
キ
シ
コ
と
の
親
善
を
意
味
し
た
形
と
言
わ
れ

る
。
そ
し
て
、
メ
キ
シ
コ
大
統
領
が
来
日
し
た
三

月
十
二
日
に
、
大
統
領
出
席
の
も
と
に
贈
呈
式
が

行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
一
九
三
0
年
三
月
八
日
。

神
戸
港
は
雨
で
あ
る
。
細
々
と
け
ぶ
る
春
雨
で

あ
る
。
海
は
灰
色
に
霞
み
、
街
も
朝
か
ら
夕
暮
れ

ど
き
の
よ
う
に
暗
い

。
三
ノ
宮
駅
か
ら
山
の
手
に

向
か
う
赤
土
の
坂
道
は
ど
ろ
ど
ろ
の
ぬ
か
る
み
で
あ

る
。
こ
の
道
を
朝
早
く
か
ら
幾
台
と
な
く
自
動
車

が
駆
け
上
が
っ
て
行
く
。
」

以

上

は

、

第

一
回

芥
川
賞
受
賞
作
品
、
石
川
達
三
の
「
蒼
壌
」
の
書

き
始
め
部
分
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
昭
和
初
期
に
お
け
る
人
口
問
題
解

決
の
た
め
の
政
府
の
施
策
、
「
海
外
雄
飛
の
先
駆

よ

く

ど

者
」
「
無
限
の
沃
土
の
開
拓
者
」
と
し
て
の
ブ
ラ

’ 
子
供
た
ち
を
見
て
、
ど
ん
な
感
想
を
持
た
れ
た
で

あ
ろ
う
か
。
子
供
た
ち
は
、
大
統
領
と
握
手
を
し

た
り
、
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
感
激

も
ひ
と
し
お
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

シ
エ
リ
ト

・
リ
ン
ド

（
か
わ
い
い
人
）

〈
デ
ラ
シ
ェ
ー
ラ
モ
ー
レ
ナ
シ
ェ
リ
ト
・
リ

ン

ド

ビ

エ

ネ

ン

バ

ハ

ン

ド

ア

ン

パ

ル

デ

オ

ー

ヒ

ト

ス

ネ

グ

ロ

ス

シ

エ

リ

ト

・

リ

ン

ド

…

ア

イ

ア

イ

ア
イ

ジ
ル
移
住
の
様
子
が
細
か
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

勤
勉
で
実
直
、
忍
耐
強
い
日
本
の
移
民
は
中
南

米
に
数
多
く
出
掛
け
て
行
っ
た
と
い
う
。
日
本
と

中
南
米
の
国
々
と
の
か
け
は
し
と
な

っ
て
懸
命
に

異
国
の
地
で
生
き
、
そ
し
て
働
い
た
日
本
人
の
先

し

9
し

達
に
、
心
か
ら
畏
敬
の
念
を
持
ち
た
い
。

エ
ル
ネ
ス
ト
・
セ
デ
ィ
ー
ジ
ョ
メ
キ
シ
コ
大

統
領
は
四
十
五
歳
の
経
済
学
博
士
で
あ
る
。
子
供

が
大
好
き
だ
と
い
う
大
統
領
は
、
歓
迎
の
両
国
国

旗
を
振
り
、
メ
キ
シ
コ
の
歌
を
合
唱
す
る
日
本
の

ほ
り
う
ち
と
ら
み
つ

区
立
小
学
校
長
会
長

区
立
幼
稚
園
長
会
長

想随

き
ょ
う
い
く

ア
イ
カ
ン
タ
イ
ノ
ジ
ョ
レ
ス
…
〉

二
番
ま
で
続
く
こ
の
歌
を
、

三

•
四
年
生
は
懸

命
に
練
習
し
た
。
感
心
な
こ
と
に
わ
ず
か
な
期
間

の
練
習
で
あ
っ
た
が
、
子
供
た
ち
の
柔
軟
な
頭
脳

は
完
全
に
覚
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
楽
し
そ

う
で
あ
っ
た
。

数
日
後
、
メ
キ
シ
コ
大
使
館
の
文
化
担
当
公
使

が
区
の
担
当
者
と
共
に
学
校
を
訪
れ
た
。

そ
し
て
、
大
統
領
は
子
供
た
ち
の
合
唱
を
と
て

も
喜
ば
れ
た
と
伝
え
て
く
れ
た
。
遠
い
日
本
の
地

で
自
国
、
メ
キ
シ
コ
の
子
供
た
ち
に
想
い
を
馳
せ

な
が
ら
、
日
本
の
子
供
の
元
気
な
歌
声
を
聞
か
れ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

公
使
か
ら
お
礼
に
、
メ
キ
シ
コ
の
可
愛
い
陶
製

の
人
形
を
全
員
が
い
た
だ
い
た
。
ウ
サ
ギ
、
キ
リ

ン
、
牛
、
馬
、
カ
ン
ガ
ル
ー
、
蛙
な
ど
の
動
物
が
、

み
な
楽
器
を
持

っ
て
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
い
る
楽
し

い
置
物
で
あ
る
。
見
て
い
る
だ
け
で
笑
み
が
こ
ぽ

れ
る
よ
う
な
表
情
を
し
て
い
る
。

子
供
た
ち
は
、
歓
迎
式
に
使
っ
た
記
念
の
メ
キ

シ
コ
国
旗
と
こ
の
人
形
を
、
い
つ
ま
で
も
思
い
出

と
し
て
大
切
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
百
年
前
に
日
本

か
ら
メ
キ
シ
コ
に
移
住
し
た
人
々
の
汗
と
涙
の
努

力
が
、
メ
キ
シ
コ
で
実
り
、
今
日
の
日
墨
両
国
の

親
善
と
交
流
に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し
て
い
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

メ
キ
シ
コ
大
統
領
の
前
で
、
メ
キ
シ
コ
の
歌
を

一
生
懸
命
に
合
唱
し
た
日
本
の
子
供
た
ち
の
素
直

な
瞳
も
、
両
国
の
大
切
な
か
け
は
し
の
ひ
と
つ
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

つ
い
こ
の
間
、
新
し
い
年
度
が
始
ま
っ
た
ば

か
り
と
思
っ
て
い
ま
し
た
ら
、
も
う

一
学
期
も

半
ば
を
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

間
も
な
く
う
っ
と
う
し
い
梅
雨
に
入
り
ま
す

が
、
こ
の
時
期
は
食
中
毒
の
季
節
で
も
あ
り
ま

す
。
特
に
心
配
な
の
は
大
腸
菌

0
|
1
5
7
の

流
行
で
す
。
今
年
は
す
で
に
寒
い
冬
の
間
か
ら

流
行
の
兆
し
を
見
せ
、
全
国
的
に
広
が
る
予
想

が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
区
と
し
て
も
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
予
防
措
置
に
万
全
を
期
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
号
で
は
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
特
定
の
学
校
の
子
供
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
は
、
子
供

一
人

一
人
の
意
思
に
基
づ
い
た
積
極
的
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
へ
の
広
が
り
を
期
待
し
た
い
も
の
で

す
。ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
ウ
エ
ス
ト
ミ

ン
ス
タ
ー
市
立
学
校
か
ら
十
名
の
生
徒
が
来
日

し
ま
し
た
。
日
本
で
の
様
々
な
活
動
の
様
子
を

次
号
で
ご
紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
か
け
は
し
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感

想

・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

教
育
広
報
「
か
け
は
し
」
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